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大阪・上町台地の姿とつぶやきから減災へ 

クロスロードの試みと展示 

 
昨年 11 月、内閣府の中央防災審議会が内陸型

直下地震の被害想定を公表しました。国内最大級

の被害を想定されたのが、大阪の上町断層です。 
上町断層は大阪府の北部から南部に続く断層

帯ですが、その中心部は大阪市内を南北に走る洪

積台地・上町台地に沿って地中深くに潜んでいる

といわれています。長い時間をかけて形づくられ

てきた台地の上には、古くは四天王寺、難波宮、

大坂城や数々の寺社が築かれ、人々が集い・暮ら

しを重ねてきました。いわば大阪の歴史の原点。

また、公園や緑地にも恵まれ、学校や病院も数多

く、大阪の都心居住の適地とされるエリアでもあ

ります。近年、地域の歴史・文化特性に根ざした、

個性豊かなまちづくりの取り組みも活発に繰り

広げられるようになってきました。 
けれど、もしも上町断層が動いたら…。想像す

るのは容易なことではありません。そんなとき、

一つの入り口を見つけました。それが、クロスロ

ードとの出会いです。上町台地界隈には特有の地

形や土地の成り立ちと一体で育まれてきた暮ら

しとともに、特徴のある住環境が集積しています。

たとえば、お寺がずらりと並ぶまち、多文化が息

づくまち、たくさんの長屋が残るまち、新しいマ

ンション群、時を重ねたコミュニティなど。 
この夏、上町台地界隈の５つの場所で、まちづ

くり団体や地域の方々の協力を得て、クロスロー

ドを試してみました。浮かび上がってくるさまざ

まな声は、正解のない問いへのとまどいにはじま

り、やがて個々の暮らしとまちの関係を、災害と

いう断面からリアルに見つめ、受け止め、考える

方向へと向かっていきました。終了後の感想は、

「災害時にお寺にできることは…」、「密集住宅地

に囲まれた学校は地震・火災時どうなる…」、「長

屋のまちを未来に継承するために…」、「マンショ

ンで非常時に知恵と力を合わせるには…」、「防災

研修では得られないものが…」といった、自らへ

の具体的な問いに転じていました。 
 上町台地のちょうど真ん中あたりに、大阪ガス

の実験集合住宅 NEXT21 があります。昨春から
その１階に設けた小スペースのガラス・ウォール

を利用して、まちと暮らしをつなぐウィンドウ・

ディスプレイに取り組んでいます。第６弾となる

今回（９月１６日～１月２３日）「減災ゲームで

気づく 上町台地
の暮らしいろい

ろ」をテーマに展

示を行っていま

す。５会場でのク

ロスロードのド

キュメントを各

地の環境特性と

ともにご紹介す

るとともに、上町

台地の地形・風土

に潜む災害リス

クに思いを馳せる台地の立体模型とハザードマ

ップ、減災の知恵を身につけるツールとして、手

軽に入手・活用できる数種類のゲーム・教材など

もご覧いただくことができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 

NEXT21/U-CoRo ｳｨﾝﾄﾞｳ･ｴｷｼﾞﾋﾞｼｮﾝ 06 

減災ｹﾞｰﾑで気づく 上町台地の暮らしいろいろ 

日時：2008 年 9 月 16 日～2009 年１月 23 日 

場所：大阪ガス実験集合住宅 NEXT21 内 

   １階北 U-CoRo ウィンドウ 

   大阪市天王寺区清水谷町 6-16 

      地下鉄「谷町六丁目」駅７号出口徒歩 5分 

◆ 

主催：大阪ガス エネルギー・文化研究所 

共催：大阪大学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ･ｾﾝﾀｰ 

企画：Ｕ－ＣｏＲｏプロジェクト・ワーキング 

協力：上町台地からまちを考える会、應典院、からほり倶楽部、

コリア NGO センター、NEXT21 入居者自治会、富士原文信堂、

矢守克也さんほか多くのみなさま 

 
弘本由香里（大阪ガス エネルギー・文化研究所） 
お問合せは、tel.06-6205-3518へ 


